
１

食
と
農
を
地
域
で
育
む
と
い
う
こ
と

　
Ｉ
イ
ギ
リ
ス
ー
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
に
お
け
る
地
域
協
働
体
の
取
り
組
み
Ｉ

は
じ
め
に

牧
野
　
友
紀

　
イ
ギ
リ
ス
の
西
部
・
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
　
を
ｒ
ｅ
）
で
は
「
黒
と
白
」
と
呼
ば
れ
る
木
造
建

築
が
一
つ
の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
「
黒
と
白
」
と
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
オ
ー
ク
の
梁
が
白
壁
か
ら
露
出
し

て
い
る
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
の
建
物
の
こ
と
で
、
主
に
一
三
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
ッ
ド
ペ
リ
ー
に
は
、
黒
と
白
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（
一
階
に
市
の
空
間
を
持
つ
高
床
式
の
建
物
）
か
お
り
、
観
光
客
の
ま
な
ざ
し
を
惹
き
付
け

て
い
る
。
そ
の
建
物
を
取
り
巻
く
よ
う
に
広
が
る
商
店
街
は
、
買
い
物
申
食
事
を
す
る
観
光
客
や
地
元
の
人

び
と
で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
る
。
農
村
地
域
に
お
い
て
も
「
黒
と
白
の
村
」
と
呼
ば
れ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
い
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く
つ
か
点
在
し
、
そ
う
し
た
歴
史
的
家
屋
で
人
び
と
は
農
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
営
み
、
集
落
を
織
り
な
し
て

い
る
。
観
光
客
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
朝
市
で
買
い
物
を
し
た
り
、
村
歩
き
を
し
た
り
す
る
こ

と
で
景
観
を
楽
し
み
、
田
舎
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
て
い
る
。

　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
な
い
場
所
で
も
よ
く
保
存
さ
れ
た
建
物
を
至
る
と
こ
ろ

で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
い
う
変
わ
っ
た
名
の
交
差
点
に
、
一
際
目
立
つ

黒
と
白
の
建
物
か
お
る
。
そ
の
建
物
は
地
名
と
同
じ
「
ザ
ー
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、
地
域
の
パ
ブ
と
し
て
地
元
の
人
に
愛
好
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
、

パ
イ
な
ど
の
伝
統
的
な
パ
ブ
料
理
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
産
の
ビ
ー
フ
、
ラ
ム
、
ポ
ー
ク
を
使
っ
た
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
若
い
店
員
た
ち
が
愛
想
よ
く
地
元
の
醸
造
会
社
の
ビ
ー
ル
や
ア
ル
Ｊ
Ｉ
ル
入
り
の

ア
ッ
プ
ル
ー
サ
イ
ダ
ー
を
サ
ー
ブ
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
飲
食
を
支
え
る
パ
ブ
を
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
当
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
に
よ

く
紹
介
す
る
。
彼
女
は
、
数
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
使
っ
て
リ
ン
ゴ
、
羊
を
中
心
と
し
た
有
畜
複
合
農
業
を
一

家
で
営
む
傍
ら
、
Ｂ
＆
Ｂ
（
朝
食
付
き
民
宿
）
を
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
営
ん
で
い
る
。
彼
女
の
家
は
、

い
わ
ゆ
る
黒
と
白
の
家
で
は
な
く
一
九
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
レ
ン
ズ
造
り
の
家
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
イ

ギ
リ
ス
で
よ
く
見
ら
れ
る
家
屋
と
は
趣
が
異
な
り
、
ト
ン
ガ
リ
屋
根
が
特
徴
的
な
家
で
あ
る
。
彼
女
に
話
を

159



聞
く
と
、
そ
の
屋
根
は
ホ
ッ
プ
の
乾
燥
の
た
め
に
使
わ
れ
る
煙
突
で
、
代
々
ホ
ッ
プ
栽
培
を
行
っ
て
い
た
そ

う
だ
。
今
は
ホ
ッ
プ
栽
培
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
「
い
つ
か
ま
た
ホ
ッ
プ
作
り
に
戻
り
た
い
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。
朝
食
に
は
自
家
製
の
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
が
出
さ
れ
、
ガ
ー
デ
ン
か
ら
取
っ
て
き
た
季
節
の
花
が
飾

ら
れ
る
。
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
方
に
仕
事
で
や
っ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
客
も
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
宿
で

こ
う
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
筆
者
が
観
察
し
た
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
で
の
Ｉ
コ
マ
で
あ
る
Ｉ
。
近
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
農
業

や
農
村
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
活
用
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
、
地
域
の
持
続

的
発
展
を
戦
略
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
地
元
の
農
業
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
新
た
な
形
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
一
例
を
挙
げ
た
い
。
二
〇
二
一
年
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
出
来
事
が
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
で
起
き

た
。
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
レ
ッ
ド
ペ
リ
ー
進
出
計
画
が
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
議
会
に
よ
っ
て
否

決
さ
れ
た
の
で
あ
る
ミ
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
周
辺
の
商
店

街
に
対
す
る
影
響
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
大
型
店
進
出
に
対
す
る
地
元
商
店
街
の
反
対
、
と
い
う
商
圏
の
競
合

問
題
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
議
会
の
決
定
の
数
日
前
、
イ
ギ
リ
ス

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
団
体
と
し
て
名
高
い
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
保
護
団
体
」
（
Ｃ
ａ
ヨ
ｐ
ａ
ｉ
ｇ
ｎ
　
ｔ
ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ
　
Ｒ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
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回
咀
ａ
ｎ
ｄ
.
以
下
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
と
略
記
）
が
、
レ
ッ
ド
ペ
リ
ー
の
地
元
経
済
を
構
成
す
る
飲
食
店
お
よ
び
食
料
品

店
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
公
開
し
、
議
会
の
評
決
に
影

響
を
与
え
た
、
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
。
こ
の
間
題
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
レ
ッ
ド
ペ
リ
ー
の
持
続
的
発
展
に
と
っ
て
い
か
な
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
か
、
と
い
う
こ
と
が
住
民
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー

が
ロ
ー
カ
ル
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
価
値
を
示
し
、
議
会
の
評
決
に
影
響
与
え
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
の
社
会
的
事
業
体
が
、
地
域
に
存
す
る
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を
再
評
価
す
る
動
き
か
お
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
食
と
農
に
関
わ
る
様
々
な
組
織
と
協
働
し

不
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
地
域
の
経
済
お
よ
び
社
会
の
持
続
的
発
展
を
図
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
今
日
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
は
、
地
域
経
済
・
社
会
に
お
い
て
重
要
な
イ
ッ
シ
ュ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
食
―
農
の
シ
ス
テ
ム
の
再
ロ
ー
カ
ル
化
に
よ
る
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

の
あ
り
方
を
、
イ
ギ
リ
ス
ー
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ヤ
ー
に
お
け
る
地
域
協
働
体
の
実
践
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。
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２
　
農
と
食
を
め
ぐ
る
市
民
社
会
の
実
践
と
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
欧
米
の
農
村
社
会
学
は
、
食
品
生
産
、
加
工
、
供
給
と
い
っ
た
よ
り
大
き
な
シ

ス
テ
ム
の
な
か
で
農
業
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
「
農
業
・
食
料
社
会
学
」
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
ｏ
ｆ

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
　
２
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ａ
乱

了
乱
）
の
方
向
に
進
展
し
て
い
る
（
Ｌ
０
ｃ
ｋ
ｉ
ｅ
　
ａ
乱
K
i
ｔ
ｔ
ｏ
　
２
０
呂
｡
Ｈ
〇
↑
こ
呂
Ｉ
立
川
二
〇
一
五
）
。
こ
う
し
た
新

た
な
展
開
に
は
、
例
え
ば
、
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
「
市
民
の
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
ロ
ー
・
了
亀
ッ
ぎ
脊
ｃ
降
）

と
い
う
概
念
（
Ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
２
０
１
２
）
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
究
と
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
の
実
践
と
の

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
功
を
奏
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
、
人
び
と
が
健
康
な
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
食
料
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い

う
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
問
題
の
認
識
と
そ
の
対
応
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
情
報
過
多
が
不
確
実
性
の
増
大
に
繋
が
る
と
い
う
社
会
環
境
の
中
で
、
「
わ
れ
わ
れ
は
何
を
ど
の
よ
う

に
食
べ
る
べ
き
か
」
と
い
う
食
を
め
ぐ
る
デ
ザ
イ
ン
が
人
び
と
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
北
米
で
は
、
フ
ー
ド
ポ
リ
シ
ー
カ
ウ
ン
シ
ル
（
以
下
Ｆ
Ｐ
Ｃ
と
略
記
）
と
い
う
、
フ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
内
で
起
き
た
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
多
様
な
関
係
者
が
参
画
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設

立
の
動
き
が
見
ら
れ
る
（
Ｂ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｒ
ａ
ｂ
　
ｅ
ｔ
　
ａ
ｌ
.
｡
　
２
０
０
９
=
二
〇
一
四
）
。
最
初
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
、
一
九
八
二
年
の
テ
ネ
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シ
ー
州
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
市
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
で
そ
の
数
が
増
加
し
続
け
て

い
る
。
二
〇
一
八
年
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
カ
ナ
ダ
で
は
四
○
、
米
国
で
は
二
三
六
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
活
動

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
。

　
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
州
、
市
、
町
、
地
区
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
行
政
、
公
共
団

体
、
私
企
業
、
大
学
、
非
政
府
組
織
が
協
働
し
、
セ
ク
タ
ー
横
断
的
な
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
協
働
体
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
生
じ
る
問
題
に
対
し
て
様
々

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
与
し
、
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
フ
ー
ド
ポ
リ
シ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
と
略
記
）
と
い
う

地
域
協
働
体
を
形
成
し
て
い
る
。
。
こ
の
協
働
体
は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー
、
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
諸
組
織
が
参
加
す
る
組
織
で
、
そ
こ
に
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
役
所
、
国
民
健
康
保
健

サ
ー
ビ
ス
（
以
下
Ｎ
Ｈ
Ｓ
と
略
記
）
、
地
元
企
業
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九

年
五
月
に
は
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
人
口
保
健
セ
ン
タ
ー
が
共
催
で
食
料
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ

は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
食
料
方
略
を
策
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
健
康
を
改
善
し
、

食
料
不
安
を
軽
減
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
回
復
力
を
高
め
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
に
フ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
必
要
か
お
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は
都
市
全
体
で
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

163



進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
協
働
体
の
参
加
組
織
、
形
態
に
応
じ
て
多
様
で
あ
る
が
、
そ

う
し
た
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
シ

テ
ィ
ズ
は
、
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
同
士
を
結
び
つ
け
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

を
促
す
組
織
で
あ
る
。
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
組
織
に
参
加
す
る
人
び
と
が
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
課
題
を

共
有
し
、
実
効
性
の
あ
る
解
決
策
を
探
求
し
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
開
発
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
現

在
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
シ
テ
ィ
ズ
に
は
五
七
の
地
域
組
織
が
参
加
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
に
お
い
て
も
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
存
し
、
い
わ
ゆ
る
農
村
型
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
取
り
組
み
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

３
　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
地
域
概
況

　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
単
一
自
治
体
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
域
区
分
で

あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
に
属
し
、
行
政
府
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
か
ら
約
九
〇
ご
封
南
西
の
ヘ
レ
フ
ォ
ー
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ド
に
あ
る
（
図
１
）
。
西
側
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
接
し
、
過
去
に
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
攻
防
が

こ
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
九
七
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
自
治
体
再
編
が
あ
り
、
ウ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
と
合

併
し
て
一
つ
の
州
と
な
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
再
び
分
離
し
て
現
在
の
行
政
区
分
に
至
っ
て
い
る
。

　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
面
積
は
二
一
八
〇
平
方
ブ
片
で
、
そ
の
う
ち
九
五
％
が
ル
ー
ラ
ル
エ
リ
ア
と

図１　ヘレフォードシャー
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な
っ
て
い
る
。
人
口
密
度
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
州
（
９
日
元
の
な
か
で
四
１
　
日
に
低
く

（
〇
・
八
七
人
／
鈴
）
、
一
九
万
一
〇
〇
〇
人
の

住
民
（
二
〇
一
七
年
現
在
）
が
点
在
し
て
居
住

し
て
い
る
万
全
人
口
の
半
数
以
上
｛
｝
○
万

五
〇
〇
人
）
が
ル
ー
ラ
ル
エ
リ
ア
で
暮
ら
し
、

三
分
の
一
強
が
行
政
府
の
あ
る
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド

に
、
五
分
の
一
弱
が
レ
ミ
ン
ス
タ
ー
、
ロ
ス
オ

ン
ワ
イ
、
レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
と
い
う
州
内
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い
る
。
六
五
歳
以
上

の
人
口
が
全
体
の
二
四
‰
を
占
め
る
。
図
２
の

二
〇
二
〈
年
人
口
構
成
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
る
と
、

つ
ぼ
型
に
近
く
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
や

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
比
較
し
て
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
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エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
英
国
籍
の
白
人
が
大
部
分
を
占
め
、
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
黒
人
系
、
ア

ジ
ア
系
、
少
数
民
族
の
人
口
は
少
な
い
。
二
〇
一
一
年
の
統
計
で
は
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｅ
は
六
・
四
％
で
あ
り
、
英
国

人
以
外
の
白
人
系
は
三
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
は
農
業
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
農
業
林
業
お
よ
び
漁
業
が

全
事
業
の
う
ち
二
四
％
を
占
め
、
最
大
の
産
業
と
な
っ
て
い
る
：
そ
の
大
部
分
は
家
族
経
営
で
あ
る
。
当

地
は
、
世
界
的
に
広
が
る
肉
用
牛
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
の
原
産
地
で
あ
り
、
畜
産
が
盛
ん
で
、
か
つ
て
は
ヘ
レ

フ
ォ
ー
ド
中
心
部
に
家
畜
市
場
が
あ
っ
た
（
二
〇
一
一
年
に
郊
外
に
移
転
）
。
肉
用
牛
の
ほ
か
、
ウ
ー
ル
の
最

高
品
質
と
し
て
知
ら
れ
る
ラ
イ
ラ
ン
ド
種
の
羊
の
育
種
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
地
で
は
リ
ン
ゴ
や
洋
ナ
シ
の
果
樹
園
が
数
多
く
広
が
り
、
果
実
酒
の
醸
造
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ

の
歴
史
は
古
く
、
コ
ー
世
紀
ま
で
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
の
ア
ッ
プ
ル
ー
サ
イ
ダ
ー
の
醸
造
が
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
。
一
七
世
紀
に
は
国
内
の
サ
イ
ダ
ー
消
費
量
の
増
加
に
伴
い
栽
培
も
拡
大
し
た
。
一
九

世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
周
辺
の
十
数
か
所
で
サ
イ
ダ
ー
工
場
の
操
業
が
始
ま
っ
て

い
る
。
今
日
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
最
大
の
ア
ッ
プ
ル
ー
サ
イ
ダ
ー
製
造
国
で
あ
る
が
、
そ
の
国
内
シ
ェ
ア
の
六

○
％
を
当
地
で
設
立
さ
れ
た
Ｈ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
社
が
占
め
る
1
0
。
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
社
は
醸
造
用
の
リ
ン
ゴ

の
多
く
を
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
内
の
果
樹
園
か
ら
入
手
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
州
内
に
は
ク
ラ
フ
ト
サ
イ
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図４　ヘレフォードシャー　図３　ヘレフォードシャー

　におけるリンゴ果樹園　　　　　における羊の育種

ダ
ー
を
製
造
す
る
中
小
の
醸
造
所
が
あ
る
。
ま
た
、
地
元
の
人
び
と
が

愛
好
す
る
ビ
ー
ル
の
醸
造
会
社
も
操
業
し
て
お
り
、
ホ
ッ
プ
の
栽
培
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
州
の
西
側
か
ら
入
り
込
み
南
に
出
て
行
く
ワ
イ
川
お
よ

び
そ
の
支
流
は
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
産
業
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
た
。
一
八
世
紀
に
輸
送
路
と
し
て
活
用
さ
れ
た
ワ
イ
川
の
ヘ
レ

フ
ォ
ー
ド
と
グ
ロ
ス
タ
ー
間
の
貿
易
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
記
録
を
見
て

み
る
と
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
の
輸
入
は
、
チ
ー
ズ
、
石
炭
、
金
物
類
、
ロ

ン
ド
ン
、
ブ
リ
ス
ト
ル
な
ど
の
都
市
の
商
品
、
麻
、
タ
イ
ル
、
ガ
ラ
ス
、

ボ
ト
ル
、
ワ
イ
ン
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な
ど
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
か
ら
の
輸
出

は
、
ウ
ー
ル
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
食
用
粉
、
サ
イ
ダ
ー
、
木
材
、
樹
皮

な
ど
で
あ
っ
た
1
1
。
ま
た
運
河
も
建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
商
品
の
流
通
が
拡
大
し
た
。
そ
う
し
た
輸
送
路
は

｝
九
世
紀
半
ば
に
鉄
道
網
が
確
立
し
た
こ
と
で
徐
々
に
衰
退
し
て
い
っ

た
。
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ワ
イ
川
は
線
形
の
生
態
系
を
構
成
し
て
お
り
、
野
生
生
物
の
生
息
地
か
つ
重
要
な
繁
殖
地
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ

の
生
息
地
指
令
に
よ
り
特
別
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ス
オ
ン
ワ
イ
は
イ
ギ
リ
ス
観
光
発

祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
今
日
で
も
ワ
イ
川
は
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

４
　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
に
お
け
る
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ
　
ぞ
）
は
、

同
州
に
お
け
る
現
在
お
よ
び
将
来
の
食
糧
・
飲
料
生
産
に
関
連
す
る
課
題
と
機
会
に
対
応
す
る
た
め
に
二
〇

一
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
政
府
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ク
タ
ー
と
協
働
し
て
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
食
品
・
飲
料
部
門
の
活
動
に
統
合
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
三
つ
の
視
点
か
ら
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
意
義
が
説
明
さ
れ
て
い

る
（
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ
　
２
０
１
０
:
こ
。

　
そ
の
第
一
は
、
食
品
・
飲
食
セ
ク
タ
ー
の
成
長
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
食
品
・

飲
料
部
門
に
は
成
長
す
る
余
地
か
お
り
、
そ
う
し
た
成
長
が
州
全
体
の
広
範
な
組
織
や
個
人
の
雇
用
の
増
加
、

所
得
の
増
加
、
繁
栄
に
繋
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
食
料
生
産
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
健
康
に
良
い
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表１　フードパートナーシップ計画の目的

The aims of the strategy(6 themes)

１ The dynamism and sustainabilityof the local economy

２
The healthand qualityof those who live in the County and its

visitors

３
The.characteristicsof the County as a whole and itsindividual

localities

４ The capacityof the County in broad food relatedskills

５
The landscape, the wider environment and the causes of climate

change

６ Local,regionaland nationalpolicyinfluence

食
品
を
当
地
で
責
任
を
も
っ
て
生
産
奨
励
す
る
こ
と
は
、
住
民
の

福
祉
の
改
善
に
資
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
環
境
の
視

点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
在
の
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

よ
る
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
特
徴

的
な
の
は
、
農
業
生
産
を
中
軸
に
し
た
農
村
型
の
計
画
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
り
、
食
品
・
飲
食
セ
ク
タ
ー
の
成
長
率
環
境
問
題
が

農
業
生
産
と
の
関
係
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
計
㈱
の
大
ま
か

な
目
的
は
、
六
つ
の
テ
ー
マ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
表
１
）
。
各

テ
ー
マ
に
基
づ
き
よ
り
具
体
的
な
目
標
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
之
Ｏ
μ
１
２
０
１
０
:
　
１
２
-

１
８
）
。
そ
ｙ
」
で
は
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
と
主
導
す
る
組
織

お
よ
び
指
標
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
標
は
進
捗
に
応
じ
て

定
期
的
に
更
新
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
か
お
る
。
①
生
産
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者
や
食
品
販
売
店
、
飲
食
店
が
紹
介
さ
れ
た
「
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
フ
ー
ド
リ
ン
ク
」
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
発
行
。
②
生
産
者
、
販
売
者
、
飲
食
店
と
い
っ
た
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る

人
々
が
お
気
に
入
り
の
レ
シ
ピ
を
写
真
つ
き
で
提
供
し
た
料
理
の
レ
シ
ピ
本
『
メ
イ
ド
イ
ン
ヘ
レ
フ
ォ
ー

ド
シ
ャ
ー
』
の
発
行
。
③
地
元
の
食
肉
を
学
校
給
食
に
供
給
す
る
「
農
場
か
ら
学
校
へ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

①
「
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
。
貧
困
地
域
に
お
け
る
Ｊ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
し
デ
ン
の
設

置
。
⑤
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
の
フ
ア
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
支
援
。
⑥
持
続
的
な
果
樹
園
経
営
の
た
め
の
知
識

と
研
究
の
共
有
を
行
う
、
地
元
サ
イ
ダ
ー
醸
造
者
と
生
産
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
。
⑦
農
民
の
た
め
の
環
境

問
題
研
修
会
な
ど
。
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
今
日
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
組
み
入
れ
て
、
ヘ

レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
ア
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｐ
と
略
記
）
と
し
て
拡
充
さ
れ
、
広
範
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

５
　
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
の
ブ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
財
団
が
果
た
す
役
割

ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
計
画
の
策
定
お
よ
び
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
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元
の
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
財
団
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
き
い
。
そ
こ
で
、

当
財
団
の
特
徴
を
以
下
、
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
財
団
は
、
二
〇
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
団
体
で
あ
る
。
二
〇
二
八
年
に
ブ
ル
ー
マ
ー
財
団

か
ら
現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。
代
表
者
、
六
名
の
信
託
者
、
ア
ソ
シ
ェ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
主
と
し
て
ハ
イ
ネ
ケ
ン
な
ど
法
人
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
活
動
資
金
を
賄
っ

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
主
に
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
で
、
教
育
、
土
地
利
用
、
食
料
、
保
健
分
野
に
お
け

る
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
、
育
成
、
実
証
し
、
商
業
の
発
展
を
促
す
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
農
業
、

食
料
、
栄
養
お
よ
び
健
康
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
理
解
を
促
す
こ
と
、
責
任
あ
る

地
域
の
食
料
生
産
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
最
先
端
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
催
す
る
こ
と
、
福
利
を
進
め
、

疾
病
を
予
防
し
回
復
を
支
援
す
る
医
療
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
開
発
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
二
〇
〇
一
年
、
財
団
は
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
１
　
託
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
「
持
続
可
能
な
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」
の
作
成
で
あ

る
。
詳
細
な
調
査
に
基
づ
き
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
に
お
け
る
、
環
境
、
社
会
、
経
済
、
文
化
面
で
の
主

要
な
指
標
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
指
標
に
よ
っ
て
対
処
す
る
必
要
か
お
る
領
域
を
特
定
し
集
中
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的
な
取
り
組
み
を
様
々
な
組
織
と
協
働
し
て
行
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
指
標
は
、
現
在
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
成
果
を
生
か
し
、
財
団
は
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
事
務
局

を
務
め
、
計
画
の
策
定
を
主
導
し
て
い
る
。
現
在
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
＝

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
州
内
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
不

良
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
観
光
協
会
と
の
共
同
調
査
で
明
ら
か
に
し
、
整
備
促
進

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
第
二
に
、
専
門
家
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
て
農

業
お
よ
び
土
地
を
基
盤
と
す
る
部
門
を
積
極
的
に
支
援
す
る
「
フ
ァ
ー
ム
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
」
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
環
境
保
護
団
体
、
大
学
、
研
究
機
関
、
農
学
者
、
研
究
機
関
、
民

間
企
業
、
自
治
体
、
非
政
府
組
織
ら
と
の
協
働
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
効
果
的
な
農
業
、
良
質
な
土

壌
と
水
質
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ワ
イ
川
の
水
質
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
財
団
は
、
地
域
の
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
方
略
を
定
め
、
様
々
な

組
織
と
協
働
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
に
値
す
る
の
が
、
次
の
二
点
て
あ
る
。

第
一
は
、
財
団
の
調
査
・
分
析
能
力
で
あ
る
。
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
問
題
を
発
見
し
、

他
組
織
と
協
働
し
て
解
決
に
向
け
た
方
略
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
ア
ソ
シ
ェ
イ
ト
制
度
が
功
を
奏
し
て
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い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
第
二
は
、
財
団
の
持
つ
調
整
能
力
で
あ
る
。
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
同
士
の
利
害
対
立
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
財
団
が
そ
う
し
た
調
整
役
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
財
団
の
メ
ン
バ
ー
が
州
内
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
フ
ェ
イ
ス
ー

ト
ウ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
ヘ
レ

フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
と
い
う
地
域
の
規
模
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
メ
ン
バ
ー
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
各

種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
多
層
的
に
関
わ
る
状
況
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
最
後

に
、
財
団
の
問
題
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
組
織
の
人
的
配
置
を
見
る
と
常
勤
職
員
が
一
名
で
後
は
非
常
勤

と
い
う
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
当
た
っ
て
人
的
資
源
に
余
裕
が
な
く
、
現
ス
タ
ッ

フ
に
負
担
が
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

６
　
終
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
食
と
農
の
再
ロ
ー
カ
ル
化
に
よ
る
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
イ
ギ
リ
ス
ー
ヘ
レ
フ
ォ
ー

ド
の
事
例
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
調
査
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
揺
れ
る
な
か
行
わ
れ
た
。

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
構
造
変
化
が
起
こ
り
う
る
。
八
木
に
よ
る
と
、
ブ

□4



レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
・
農
村
は
次
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
（
八

木
二
〇
一
八
‥
三
六
－
三
七
）
。
第
一
に
、
Ｅ
Ｕ
と
の
輸
出
入
の
際
に
関
税
が
課
せ
ら
れ
、
農
産
物
需
給
に
変

化
が
生
じ
る
。
第
二
に
、
Ｅ
Ｕ
の
共
通
の
農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
被

る
。
第
三
に
、
人
の
移
動
、
外
国
籍
の
農
業
従
事
者
の
就
労
に
制
限
が
設
け
ら
れ
る
。

　
農
業
を
産
業
の
主
力
と
す
る
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
よ
っ
て
深
刻
な
事
態
に
至
る

可
能
性
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
、
財
政
削
減
と
激
化
す
る
国
際
競
争

に
さ
ら
さ
れ
、
農
業
者
は
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
を

生
か
し
た
農
業
経
営
の
多
角
化
な
ど
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
困
難
を
乗
り
切
っ
て
き
た
が
、
今
後
の
地
域
農
業

の
行
方
は
不
透
明
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
農
業
情
勢
を
考
え
る
と
、
食
と
農
の
再
ロ
ー
カ
ル
化
を
進

め
て
い
く
に
は
、
農
業
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
何
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。
財
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ド
後
の
対
応
に
つ
い
て
１
　
家
の
大
だ
ち
か
ら
相
談
全
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
生
産
地
・
生
産
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
が
当
地
に
お
い
て
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
引

き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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１
　
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
お
よ
び
七
月
に
実
施
し
た
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
後
述

　
　
す
る
ブ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
財
団
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つ
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て
は
代
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七
月
一
八
日
に
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Developing ａRegion through Food and Agriculture

　　　－The ApproachtowardsLocalCooperative

　　　　　　in Herefordshire,England－

　This paper examines possibilitiesfor sustainable community

development through the re-localization of agri-food systems,

based on collaborativecommunity practices in Herefordshire in

the United Kingdom. Today, rebuilding food systems has become

an important issue for local economies and society in the UK.

Ａ trend is apparent wherein actors in the civilsociety sector are

collaboratingwith various other organizations relatedto food and

farming to createnetworks in an effortto work towards sustainable

social and economic development in local communities. As Breχit

looms, local agriculturein the UK is expected to find itselfin

an increasingly precarious situation.This paper argues for the

importance of re-localizingof food systems with an emphasis on

support for producers and the sitesof production.
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